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エ レベー タ の速度 と 自 動化

日本最高速度,全自動,小平記念館エレベータ

Speed and Automatic Operation ofElevator

藤 森 和 夫*
Kazuo Fujimori

内 容 梗 概

最近エレべ-･タが観光目的のために,高所に多数の乗客を運ぶことが多くなった｡したがってエレベ

ータもその速度を十分発揮することができる｡今回小平記念館に納入の全自動エレベータは日本最高速
度の2001n/minである｡一万エレベータの自動化はその普及の度を高めてきた結果･自動化に伴う乗

客に対するサービス,乗降時間,待ち合せ時間の短縮などが重要な問題となってきた｡小平記念館にお

いて新しく,エレクトロニックスによる扉開閉装置,乗籠内サービス放送などを実施し,きわめて好評

であった｡将来の自動エレベータにはこの種の装置が必ず必要と考える｡

〔Ⅰ〕緒

エレベータは常 的に建物の内部の交通機関として発

達し,また実用化されてきたために,建築の高さ,大き

さなどに変化のないかぎり,エレベータそのものが独自

にかつ大幅に変化することは困難である｡したがってわ

が国の建物のように,高さにおいても面積にしても,長

年月あまり大きな変化のない現状でほ,現在のエレベー

タの機能でそれぞれの目的に対し実用的に十分使命を果

している｡しかし,自動化という問題となるとまだ検討

しつくされたとはいえず,むしろアメリカなどの高層建

物に応用されたものを,そのまま日本の建物に適用し実

用的に不陵であり,結局は従来通りの方式にして用いて

いる場合もしばしば経鹸するところである｡速度につい

ては現在1501n/minが最高であり,かつ,相当普及し

ている｡この速度は戦前にはほとんど無かったのである

が今日では普通のものとなっている｡今回の200m/min

ほこの記録を破り日本において新しい時代を作るのであ

るが,これにはやはり新しい考え方が必要である｡以下

述べる速度の問題にせよ,エレクトロニックスの自動化

にせよ,あくまで管理者なならびに乗客本意に考えたも

のであるが,いずれも新しいものであるので御批判をい

ただければ幸いである｡

〔ⅠⅠ〕速度について

(り 速度と急行運転

エレベータの速度を速くする必要性については最小の

設備で最大の輸送力を得るためであることはもちろんで

ある｡ただこの場合必要な輸送人員が一定でなく,デパ

ートなどを除いてほ,閑繁の割合が非常に大きいことで

ある｡弟1図ほ新丸ビルにおける数台のエレベータ中,

1台の終日の運転状態を示したものである｡運転距離を

階床数で表わし人員はその時の乗籠内に乗っていた人員

*
日立製作所国分工場

を示す｡乗客がまったくない場合,1人の場合が最も多

く,定員11人の場合ほ非常に少いことがわかる｡これは

実態 査の一例であって,すべてのエレベータを同 に

規定することほ困難であるが,事務所エレベータについ

ては大同小異と考えてさしつかえないと思う,これが速

度または輸送能力を簡単に定め得ない理由で,ピーク時

で定めようとすれば定員で運転され,かつ時間的制限の

ある朝のラッシュ時で考えるほかはない｡朝のほかに,

昼休時,あるいは特定の催物などの場合ほ,いずれも急

行運転,特定階反転運転などにより能力を上げるべき

で,このことはぜひ推奨される｡これでも能力不足の場

合は速度を上げるべきで,またその効果も明かに出る訳

である｡階床が少く平面的に広い日本の建物において

は,普通の階床運転を行っていると停止階床のみ多く,

定員近くで運転する距離の少くなるのは第1図に示すと

おりである｡停止階床の多いことは結局一周時間が長く

なり,能率が悪くなる｡辿に考えると定員11人のエレベー

タに1～2人を乗せて運転するので必然的に停止階J末も
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第1図 乗客数と走行階床数との関係

(定員11名のエレベータ)
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第2図 ′ト平記念館 の 外観
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第3図 小平記念 館塔内 部 分 国

時 間

第4図 階床区分運転特性

(150皿/minの場合)

少くなり,むしろサービスのよいエレベ

ータとなるのであるが,それだけのもの

を設備することはぜいたくであり,ほか

の損失が大である｡したがって,これら

を同時に解決する方向は,定員ほ比較的

少くし急行運転を用い,さらには速度を

上げるべきである｡台数が増す場合は運

転手の問題が起るので自動化によって解

決できる｡定員と速度の問題は電気機械

における電流と電圧の関係ににており定

員を増すより速度を上げる方が,設備と

して安い場合が多い｡高所に多数の乗客

を運ぶ観光用,高所に劇場食堂などのあ

る場合などは輸送能力を完全に利用でき

るのでぜひ速度を上げ定員はむしろ少く

すべきであると考える｡

(2)小平記念館ギヤーレスエレベ

ータの速度

弟2図は日立製作所日立工場小平台に

ある同記念館の外観であって,弟3図は

そのエレベータ塔の内部を示す｡エレベ

ータの仕様は下記のとおりである｡

仕 様

直流ギヤーレス DC,VV Control

速 度 二重速度200m/min90m/min

刷子電圧降下補償装置付

定 員 8名

電動機 220V15kⅥr

制御方式 SignalCollective

御自動扉開閉装置付

呼寄方式 無釦 日動呼寄式

乗籠内日動サービス放送装置付

子制

本記念館は1,2階ほ陣列室,集会所な

どがあり,塔の頂部は展望台になってい

る,途中階も停止できるが,あまり利用

されない｡普通120m/min～150m/min

になると第4図のように階床の運転距離

に対す速達を数段に変えているが,今回は急行になった

時のみ200m/minを出し,普通の各階床運転の時は90

m/皿inとしてある｡この考え方はエレベータとして新

しい考え方で,制御装置が簡単となり,保守が容易であ

る｡自動エレベータとなるとほかに複雑な制御部分が多

くなるので,実際的にあまり有効でない場合は階床区分

運転を止めた方がよい｡

〔ⅠⅠⅠ〕エレベータのエレクトロニックス

による自動化

エレベータの自動運転とは普通運転手なしで,乗客目



エ レ ー タ の 速 度 と 自 動 化 ･1113

第5図(A)小平記念館全自動エレベータ

エレベータより降りようとしているところ

身が簡単にボタンを押すことによって,目的を するも

のをいうのである｡ボタンコントロール,コレクティヴ

コソIロール,自動エレベータの並列運転など軽業酌ま色

々あるが,いずれも基本となる考え方ほ,乗客が階床に

ある呼ボタンを抑せばエレベータがその階にきて停止

し,扉を開く,一定時間後に扉は閉って,乗客が行先階

のボタンを押した方向に運転L始める｡コレクティヴ,

並列運転などはこの日動エレベータをいかに有効に,ま

た有機的に組合せて,輸送能力を上げ,同時に乗客の待

合せ時間を少くするかということである｡エレベータの

掛発順序を調整したり,急行,または特定階反転運転な

どを乗客の閑繁により,自動的に調整するオーダリー方

式も日動といえないこともないが,今ここではこの点ほ

割愛する｡

すなわち,まだ基本的な運転方式において,さらに能

を上げなければならぬ点がある,それほ前述の扉の開

閉に関係のある部分で運転手がおれば,乗降の人数に応

じて扉の開いている時間はおのずから 生されるのであ

るが,自動エレベータにおいてほ現在この調整ができな

いことである｡たとえば10人の乗降の場合も,1人が降

りた場合も同一の時間,扉ほ開いたままになっている｡

平均しても1回停止ごとに2～3秒の時間を無駄に消費

しなければならぬ,これは 転手付に比し致命的な欠点

といわねばならない｡扉の開閉をいかに速くしても,エ

第5国(B)小平記念館全自動エレベータ

乗客が近づいたので扉が自動的に反転しているところ

レベータ速度を上げても,あるいは複雑な 考を式方転

えても,この間題の解決がなくては自動エレベータとし

て,運転手付にまさることはできない｡この点を改善し

たのが以下述べる電子応用の扉開閉装置で,乗降の人数

を数えながら,必要にして十分な時間のみ開閉を行う方

式である｡

(り ホトトランジシタを用いた検出装置(特許申請

中)

エレベータの出入ロ,すなわち,階床扉の250mmほ

ど手前に赤外線を通し,この光線を乗降客がさえぎるこ

とによって,ホトトランジスタの通 回路を断ち,乗降

客のあることを検出する｡舞5図(A)ほ降りようとする

ところ,(B)は扉が閉じかかった時乗客が近づいたので

扉は反転して乗るところを示す｡弟1図でわかるよう

に,定員近 でノ＼ る場合は一般に非常に少いので,

自動的に一定時間開扉している時間を2～3名程度の乗

降時間iこ合せておけば,それより多数の場合ほ,乗客の

縦く限りその数に応じて開扉時間を自動的に調整するこ

･..･二･､
Z〝豆電城

赤外光線 卜ウシシスターホト

第6図 ホトトラソジスタによる検出回路
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第7図 リレー放電管タイマーの回路

第8国 電話リレーと組合せたリレー放電管

タイマーの装置

第9図 電源電圧の変動に対する時限特性

第39巻 第10号

とができる｡このことは運転手付の場合とまったく同様

な効果があるばかりでなく,扉にはさまれる心配もなく

なる訳である｡この方式を用いると比較的高速度の自動

エレベータにおいて,約25%輸送能力が上る計算となる｡

また他のいい方をすれば,待合せ時間が25%少くなると

も,エレベータの平均速度が25%上ったとも考えられる

のである｡昔,光電管による扉安全装置が試みられたこ

ともあったが,感度,寿命の点で実用化されなかった｡

ホトトランジスタは次の特長をもっているので十分実用

できる｡弟6図匿検出装置の回路を示す｡

(A)小型:直径8mIn,高さ20mmで光電管に比

し,容積は約1/50に相当し,振動やショックに強い｡

(B)長寿命:真空管に比し,陰極や消耗する部分が

ないので約10倍の長寿命である｡

(C)高感度:光電管の約15,000倍に相当する｡

(D)波長特性:最高感度は10,000A附近にあって,

赤外線領域においても高感度が得られる｡

(E)回路の簡易:感度が高いので光源も小さくて済

み,2Wの豆電球でよく,増幅装置なしで直接大き

な光電流を得られるので,回路はきわめて簡単にな

る｡

(2)リレー放電管による電子管タイマー

日動エレベータは扉の開閉時間,MG自動停止,出発,

先発時期など,時間を制御する場合が多い｡従来ほサイ

ラトロソを用いていたが,寿命および予熱時間などの点

でいまだ満足するまでに至っていない｡今回リレー放電

管を用いた新しい時限回路を開発し(特許申請中)小平

念館に採用した｡弟7図にその回路を示し,第8図に

電話リレーを組合せた装置を示す｡特長として下記があ

げられる｡

(A)ヒータⅠ回路の不要

(B)即応性:真空管,サイラトロンのようにヒータ

の予熱時間を要しないので,不時の現象に対して即

応性がある｡

(C)長寿命:放電のない場合は劣化もなく実用的に

は非常に長寿命となる｡

(D)高感度:動作に要する入力は起動極に数〃Aの

電流でよく,入力インピーダンスも数Mnまで高く

して用いることができる｡

なお,電源電圧の変動に対しては第9図のように,20%

の変化に対し時間の変化は10%-以下で,この瞳目的には

十分である,温度,直射光線による時限の変化も実験の

結果,ほとんど問題にならぬ程度である｡

(3)テープコーダを用いた乗籠内サービス放送装置

(特許申請中)

全自動エレベータほ運転手なしで,運転手付と同様ま

たほ以上のサービスをするのが目的である｡自動エレべ
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ータは従来比較的に一般化されていないために,不慣れ

な乗客は心理的に不安な場合がある｡この場合粟籠内の

注意銘板などを読んだ上操作するが,時間的損失は避け

られない｡今阿まったく新しい考え方から乗籠内むこサー

ビス放送を取入れ,乗客の不安を除くほかに色々とサー

ビス放送を行って乗降時間を少くするようにした｡たと

えば,扉の開扉寸前に｢ドアーが閉りますからお気をつ

けて下さい｣また乗り終った頃｢行先ボタンを抑して下

さいませ｣などである｡テープコーダの数を増せば,ほ

かに色々の放送を入れることもできるし,故障時,非常

時などに管理室から連続放送をすることもできる｡デパ

ートなどでは案内放送,特別の場合は

る｡小平記念館にお

L
=
一

､‖まてし

か,記念館エレベータの

も入れられ

のサービス放送のほ

明を入れてきわめて好評であ

った｡テープコーダのテープの寿命はまだ問題である

が,繰返し使用で1箇月は取換を要しない｡

(4)無ボタン呼寄せ方式(特許申請中)

一般に,エレベータを呼ぶ場合は階床にある抑ボタン

を押すのが普通である｡木方式は第(1)項で述べたホト

トランジスタ検出装置によって,扉の前に一度立つだけ

でエレベータを呼ぶことができる｡その階床に粟龍があ

る場合は,ただちに扉が開いて,乗客を待つ形となる｡

木方式の欠点は光線が1本であるので方向性がもたせら

特許弟232445号

電

れない点である｡したがって,一般のボタンコン∵トロー

ル,カースイッチコレクティヴに適し,また特殊用途の

場合有効である｡たとえば貨物,自動車エレベータの場

合,自動車に乗ったまま特定の場所までくれば自動的に

扉が開き,乗籠内適当な位置までくれば自動的に扉が閉

って運転が始まる｡このようなところ応用すれば,自動

車運転手は車内にいたままで,エレベータを運転するこ

とができる｡第5図ほ小平記念館において手をまったく

用いないで乗降する有様を示したものである｡

〔ⅠⅤ〕結

以上日本最高速

言

の直流ギヤーレスエレベータの速度

に対する考え方,ならびに電子応用による新しい全自動

エレベータについて述べた｡安全第一であるエレベータ

は比較的保守的な面もあるので,いまだすべてにエレク

トロニックスを用いることほ尚早と考える｡昨年10月に

完成した小平記念館エレベータを今月発表するのは,約

10箇月の使用 験により十分

れたからである｡その内容を発

用性のあることが立証さ

し大方の御批判をうけ

たいと思う次第である｡実効果の少い自動化は単に設備

を複雑にするのみであるので,本稿で述べた自動化の数

例も共に用
,目的を考えた上,採用する項目も選ばね

ばならぬ点を附記したい｡

特 許 の 紹 介

気 洗 濯 機 の 真 幸

いま円板1上に,原線を0ズとして極座標の動径を

γ,偏角を♂とし,γ=∬β(gは常数)をもって表わ
される曲線釦こ等しい突条を設け,円板1を矢印方向に

角速度仙にて回転し,上記突条Qに沿って洗濯物を押し

て行くときは,洗濯物ほ〃なる等速度で外方に押し出さ

れて行くことが証明される｡Lたがってこのような曲挽

Qとほぼ等しい突条1,2,3を有する巽車を回転せし

めるときは洗濯槽中において,洗濯物が前後することな

くもつれを軽減することができる｡この発明は上記のよ

うな突条を使用し,かつその長さを不等となしたもので

ある｡このようにすることにより,翼車の回転によって

できる水流の中心は,巽車の回転中心よりある距離だけ

隔たったところに生ずることになるので,水流の中心で

ある最低圧部に洗濯物が吸着されたとしても,その洗濯

物は回転中心よりある隔たった翼車上に吸着されること

になるから,吸着洗濯物には遠心力がrF用して,実車か

ら振り放たれることになり,吸着部が巽車によって過剰

に洗濯され洗濯ムラの生ずることや洗濯物を損傷すると いうことを防ぐことができる｡ (田中)
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最近登録された日立製作所の特許および実用新案
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